
 

 

 

 

 

 

校長 指崎 邦久 

新緑が目に鮮やかな季節になりました。玄関にはパンジーが色鮮やかに

咲いています。 

新年度が始まり１か月が過ぎました。子供たちは、新しい環境に適応し

ながら学習やいろいろな活動に元気に取り組んでいます。笑顔で手を振り

ながら挨拶をする姿や、廊下ですれ違うときに「こんにちは」と声をかけ

てくれる子供の姿、教室で先生の話を真剣に聞く姿に触れ、充実した

日を過ごしていると感じています。これまでに、たくさんの頑張りや

成長した姿を見せている子供たちです。適切な休養を取りながら元気

に過ごしてもらいたいと思っています。 

 

今年度の運動会は、応援合戦を行います。６年生を中心とした子供た

ちの創意が生かされると思っています。６年生は、これまでどのような

応援をするか団ごとに知恵を寄せ合って、練習を繰り返してきました。

元気が出る応援になるように、下級生にも分かりやすく説明できるよう

にと準備をしてきました。気を付けることはたくさんありましたが、一

つ一つを話し合いながら解決してきました。運動会当日は、精いっぱい

頑張る姿を見せてくれると思います。６年生を中心に団結して表現する姿をご

覧ください。また、今年度は、綱引きの１回戦は予行演習で行い、運動会では

綱引きの決勝戦と３位決定戦を行います。運動会では、各団１回の勝負に全力

を出してくれることを期待します。 

なお、当日は多数の来場者が予想されます。互いに譲り合って、みんなで窪

っ子を応援し、みんなが楽しめる運動会になりますようにご協力ください。 

子供たちの中で、ゲームやＳＮＳについて楽しそうに話をしている姿を見かけます。ゲームは人

とつながる一つの手段です。適切に使って、リラックスしたり、よい対人関係を築いたりすること

には有効だと思っています。しかし、ゲームやＳＮＳはとても魅力的で、子供だけの力では自制で

きなくなることがあります。私たち大人は、失敗や成功などいろいろな経験を得て自分をコントロ

ールする方法を身に付けてきましたが、子供たちには経験が少なく、自

分をコントロールすることが難しい場合が多くあります。子供が、ゲー

ムやＳＮＳにのめり込んでしまうと、立て直すために大きな労力を必要

とすることがあります。そうならないように、ご家庭で子供が自分の生

活をコントロールできるように力を貸してやってください。 
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ゴールデンウィークが明けて、子供たちが元気に登校してきました。学校を回っていると、学習

に集中している姿を見ることができうれしく思っています。しかし、話をしていると「少し眠い」

「あくびが出る」と話す子供もいます。体だけでなく、脳も成長していく子供たちにとって睡眠は

大切です。厚生労働省は、学童期の子どもの睡眠習慣の問題を取り上げ、生活リズムを整えるよう

に呼びかけています。  

睡眠不足のために「授業に集中できず、学習障害や注意欠陥多動性障

害などの発達障害と間違われてしまったケースも」あるそうです。奈良

県の報告には、次のような記述もあります。 

○睡眠が不足すると、情緒も安定せず、落ち着きがなくなり、子どもの

忍耐力や寛容さが不足するといわれます。 

○毎日同じくらいの時間に寝起きしている児童ほど、学力調査の平均正

答率が高いともいわれています。 

この２点は子供たちが明るく学校生活を送るための大きな要素にな

りそうです。子供の睡眠習慣は、大人の生活スタイルに大きな影響を

受けると言われています。子供の睡眠を確保するために力を貸してや

ってください。 

 (厚生労働省「生活習慣病予防のための健康情報サイト」より_原文のまま) 


